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陶
淵
明
の
ト
ポ
ス

―
―
「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」
―
―

渡

邉

登

紀

「
桃
花
源
記
」
と
「
歸
去
來
兮
辭
」
は
陶
淵
明
の
作
品
の
中
で
も
特
に
広
く

知
ら
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
描
か
れ
る
二
つ
の
ト
ポ
ス
―

「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」
―
が
後
世
の
文
学
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ポ
ス
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
。
で

は
、
陶
淵
明
文
学
全
体
を
俯
瞰
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
ト
ポ
ス
は
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
ト
ポ
ス
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

「
桃
花
源
記
」
に
は
同
時
期
に
そ
の
類
似
説
話
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
当
時
流
伝
し
て
い
た
プ
ロ
ッ
ト
を
も
と
に
し
て
陶
淵
明
が
創
作
し
た
物

語
、
い
わ
ば
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
多
く
支
持
さ
れ
て
お
り
、
小
論

も
そ
の
説
を
支
持
す
る
方
向
に
あ
る
。
一
方
の
「
歸
去
來
兮
辭
」
は
官
職
を
辞

（
一
）

し
て
故
郷
に
帰
る
と
い
う
隠
遁
宣
言
を
著
し
た
自
伝
的
作
品
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
分
類
さ
れ
る

一
方
で
、
「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」
は
重
複
す
る
空
間
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち

で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
作
品
に
は
「
舟
」
に
よ
っ
て
新
た
な
ト
ポ
ス
へ

と
移
動
す
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
そ
の
「
舟
」
を
切
り
口
と
し
て
両
作
品

を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
「
田
園
」
と
「
桃
花
源
」
は
ど
ち
ら
か
に
内
包
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
ト
ポ
ス
が
全
く
性
質
の
異
な
る
空
間
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
桃
花
源
記
」
と
「
歸
去
來
兮
辭
」

と
を
互
い
に
相
補
う
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。
「
歸
去

來
兮
辭
」
の
「
田
園
」
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
小
論

（
二
）

で
は
、
「
桃
花
源
」
の
シ
ン
ボ
ル
が
桃
の
果
実
で
は
な
く
桃
の
花
で
あ
る
と
い

う
こ
と
の
意
味
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
う
え
で
、
「
舟
」

の
持
つ
機
能
、
「
桃
花
源
記
并
詩
」
の
「
記
」
と
「
詩
」
の
関
係
、
「
桃
花
源

記
」
と
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
相
関
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

一

「
桃
花
源
」
の
シ
ン
ボ
ル

「
桃
花
源
記
」
に
登
場
す
る
「
桃
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
桃
の
花
の
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
「
桃
花
源
記
」
の
類
似
説
話
（
以
降
、
「
桃
源
郷
説
話
」
と
呼

陶淵明のトポス
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ぶ
。
）
に
見
え
る
の
は
花
で
は
な
く
果
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
述
異
記
』
説

話
（
表
１
①
）
で
は
、
「
食
桃
李
實
者
、
皆
得
仙
去
。
（
桃
李
の
實
を
食
ら
う

者
、
皆
仙
を
得
て
去
る
。
）
」
と
あ
り
、
桃
の
果
実
は
食
べ
れ
ば
仙
人
に
な
れ

る
食
物
と
し
て
登
場
す
る
。
『
幽
明
録
』
説
話
（
表
１
③
）
で
は
、
山
の
頂
の

桃
で
空
腹
を
満
た
し
た
こ
と
が
不
可
思
議
な
集
落
へ
と
迷
い
込
む
き
っ
か
け
で

あ
り
、
そ
の
集
落
で
も
て
な
さ
れ
る
豪
華
絢
爛
な
食
事
に
も
桃
が
デ
ザ
ー
ト
と

し
て
登
場
し
て
い
る
。

大
室
幹
雄
氏
は
桃
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
果
実
だ
け
で
は
な
く
幹
や
枝
や
そ
れ

ら
の
灰
に
さ
え
顕
著
な
呪
力
―
悪
霊
ば
ら
い
の
浄
化
力
を
有
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
「
桃
花
源
記
」
は
、
「
天
上
の
神
仙
界
に
も
通
い
あ
う
聖
な
る
領
域
が
、

そ
こ
で
は
自
給
自
足
の
閉
鎖
的
な
経
済
体
制
を
完
備
し
た
歴
史
的
空
間
に
変

形
」
し
、
他
の
説
話
に
見
え
る
「
時
間
の
モ
チ
ー
フ
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
南
一
郎
氏
は
、
桃
の
呪
力
に
つ
い
て
の
論
考
の
な
か

（
三
）

で
「
桃
花
源
記
」
と
『
幽
明
録
』
説
話
を
例
に
挙
げ
て
、
桃
林
は
「
現
世
と
異

界
と
の
間
に
介
在
す
る
も
の
」
と
し
、
「
桃
花
源
」
に
つ
い
て
は
「
自
給
自
足

的
村
落
共
同
体
」
と
解
し
て
い
る
。

（
四
）

桃
と
仙
界
の
親
和
性
に
つ
い
て
は
改
め
て
論
じ
る
ま
で
も
な
い
が
、
な
ら
ば
、

「
桃
花
源
記
」
の
「
桃
花
源
」
も
い
わ
ゆ
る
桃
の
呪
力
と
不
可
分
な
関
係
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
呪
力
を
持
つ
と
い
う
桃
を
シ
ン
ボ
ル
と
す
る
「
桃
花
源
」
と

い
う
名
と
、
自
給
自
足
の
共
同
体
と
い
う
実
体
の
間
に
は
少
な
か
ら
ず
距
離
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
仙
界
と
自
給
自
足
の
共
同
体
で
は

位
相
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
自
給
自
足
の
共
同
体
で
あ
る
「
桃
花
源
」
は
従

来
の
仙
界
を
転
換
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
転
換
を
象
徴
し
て
い

る
の
が
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
桃
の
果
実
か
ら
花
へ
の
転
換
で
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
小
論
は
推
論
す
る
の
で
あ
る
。

表
１
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で
は
、
ま
ず
「
桃
花
源
記
」
（
『
陶
淵
明
集
卷
六
』
）
の
桃
の
花
の
描
写
を
見

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

晉
太
元
中
、
武
陵
人
捕
魚
爲
業
。
緣
溪
行
、
忘
路
之
遠
近
。
忽
逢
桃
花
林
、

夾
岸
數
百
歩
、
中
無
雜
樹
、
芳
華
鮮
美
、
落
英
繽
紛
。
（
晉
の
太
元
中
、

武
陵
の
人

魚
を
捕
う
る
を
業
と
爲
す
。
溪
に
緣
り
て
行
き
、
路
の
遠
近

を
忘
る
。
忽
ち
桃
花
の
林
に
逢
い
、
岸
を
夾
み
て
數
百
歩
、
中
に
雜
樹
無

く
、
芳
華

鮮
美
に
し
て
、
落
英

繽
紛
た
り
。
）

右
に
掲
げ
た
「
桃
花
源
記
」
の
こ
の
冒
頭
部
か
ら
、
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は

春
の
う
ら
ら
か
な
風
景
で
あ
ろ
う
。
桃
の
花
は
鮮
烈
な
色
彩
イ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
と
同
時
に
、
そ
の
季
節
を
春
と
限
定
す
る
。
桃
の
花
が
咲
く
の
は
、
春
の
中

で
も
ほ
ん
の
限
ら
れ
た
期
間
で
あ
る
。

『
韓
詩
章
句
』
曰
「
溱
與
洧
、
方
渙
渙
兮
」
。
謂
三
月
桃
花
水
下
時
、
鄭

國
之
俗
、
三
月
上
巳
、
於
溱
洧
兩
水
上
、
執
蘭
招
魂
續
魄
、
祓
除
不
祥
也
。

（
『
韓
詩
章
句
』
に
曰
く
「
溱
與
洧
、
方
渙
渙
兮
」
と
。
謂
え
ら
く
、
三

月
桃
花
の
水
の
下
り
し
時
、
鄭
國
の
俗
、
三
月
上
巳
、
溱
洧
の
兩
水
の
上

に
て
、
蘭
を
執
り
招
魂
續
魄
し
、
不
祥
を
祓
除
す
る
な
り
。
）

（
『
初
學
記
』
卷
四
、
三
月
三
日
）

三
月
の
「
桃
花
水
」
の
頃
に
鄭
国
で
は
禊
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
「
桃
花
水
」
の
語
に
つ
い
て
、
唐
の
顔
師
古
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

『
月
令
』
「
仲
春
之
月
、
始
雨
水
、
桃
始
華
」
。
蓋
桃
方
華
時
、
既
有
雨

水
、
川
谷
冰
泮
、
衆
流
猥
集
、
波
瀾
盛
長
、
故
謂
之
桃
華
水
耳
。
而
『
韓

詩
傳
』
云
「
三
月
桃
華
水
」
。
（
『
月
令
』
「
仲
春
の
月
、
始
め
て
雨
水
あ

り
、
桃
始
め
て
華
さ
く
」
と
い
う
。
蓋
し
桃

方
に
華
さ
き
し
時
、
既
に

雨
水
有
り
、
川
谷

冰
泮
け
、
衆
流
は
猥
集
し
、
波
瀾
は
盛
長
た
り
。
故

に
之
を
桃
華
の
水
と
謂
う
の
み
。
而
る
に
『
韓
詩
傳
』
、
「
三
月
桃
華
の

水
」
と
云
う
な
り
。
）

（
『
漢
書
』
卷
二
九
溝
血
志
、
顔
師
古
注
）

三
月
上
巳
の
頃
に
木
々
に
は
桃
の
花
が
咲
き
、
川
に
は
雪
解
け
の
水
が
溢
れ

る
の
で
、
そ
の
水
を
「
桃
華
（
花
）
水
」
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
。
そ
の
生
命
力

に
満
ち
溢
れ
た
季
節
、
三
月
上
巳
に
古
く
は
禊
が
行
わ
れ
て
い
た
。
魏
晋
南
北

朝
時
代
に
は
既
に
三
月
三
日
は
行
楽
の
季
節
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
行
楽
の
宴
で
の
詩
作
が
西
晋
の
頃
か
ら
文
献
に
確
認
で
き
る
。
試
み
に
、
そ

（
五
）

の
三
月
三
日
の
宴
に
詠
ま
れ
た
詩
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

於
是
我
后

欽
若
昊
乾

是
に
於
い
て
我
が
后

欽
ん
で
昊
乾
に

若

う

し
た
が

順
時
省
物

言
觀
中
園

時
に
順
い
て
物
を
省

こ
こ
に
中
園
を
觀
る

醼
及
羣
辟

乃
命
乃
延

醼
は
羣
辟
に
及
び

乃
ち
命
じ
乃
ち
延
ぶ

合
樂
華
池

祓
濯
淸
川

樂
を
華
池
に
合
わ
せ

淸
川
に
祓
濯
す

汎
彼
龍
舟

泝
游
洪
源

彼
の
龍
舟
を
汎
か
べ

洪
源
を
泝
游
せ
ん

（
張
華
「
三
月
三
日
後
園
會
詩
」
、
『
詩
紀
』
卷
二
）

張
華
の
三
月
三
日
詩
は
全
四
章
か
ら
成
り
、
右
は
そ
の
第
二
章
で
あ
る
。
引

用
を
省
略
し
た
第
一
章
で
は
好
い
時
節
を
こ
と
ほ
ぎ
、
こ
の
第
二
章
に
お
い
て

は
そ
の
素
晴
ら
し
き
日
に
皇
帝
に
よ
っ
て
宴
が
催
さ
れ
る
こ
と
を
『
尚
書
』
の

語
を
借
り
て
讃
え
、
音
楽
を
奏
で
て
「
淸
川
」
で
禊
を
行
い
、
さ
ら
に
、
「
龍

舟
」
を
浮
か
べ
て
「
洪
源
」
へ
遡
ろ
う
と
結
ぶ
。
「
桃
花
源
記
」
で
は
漁
師
が

舟
に
乗
っ
て
「
桃
花
源
」
に
辿
り
つ
い
て
い
た
が
、
三
月
三
日
の
宴
を
詠
う
詩

に
お
い
て
も
舟
の
モ
チ
ー
フ
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
舟
は
三
月
三
日
の
行
事

を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
「
桃
花
源

（
六
）

記
」
に
見
え
る
桃
の
花
・
水
辺
・
舟
が
も
た
ら
す
印
象
は
少
な
か
ら
ず
三
月
三

日
の
行
事
と
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

『
韓
詩
外
傳
』（
卷
七
）
に
「
夫
春
樹
桃
李
、
夏
得
陰
其
下
、
秋
得
食
其
實
。
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（
夫
れ
春
に
桃
李
を
樹
え
、
夏
に
其
の
下
に
陰
う
を
得
、
秋
に
其
の
實
を
食
す

る
を
得
。
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
桃
の
果
実
は
秋
の
風
物
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
先
に
表
１
で
示
し
た
桃
源
郷
説
話
に
見
え
る
桃
の
果
実
は
い
ず
れ
も
、

桃
の
花
の
よ
う
な
季
節
感
を
伴
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
極
論
を
述
べ
れ
ば

そ
の
季
節
が
い
つ
で
あ
っ
て
も
物
語
そ
の
も
の
に
支
障
は
な
い
。
つ
ま
り
、
果

実
か
ら
花
へ
の
シ
ン
ボ
ル
の
変
更
は
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
桃
が
示
す
季
節

の
変
更
―
不
特
定
か
ら
春
、
春
の
う
ち
で
も
限
ら
れ
た
桃
の
花
が
咲
く
三
月
上

旬
の
禊
の
時
節
へ
の
変
更
―
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

続
い
て
、
桃
の
配
置
さ
れ
た
位
置
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。「
桃
花
源
」
で
は
桃
の
樹
は
山
穴
を
く
ぐ
り
抜
け
る
道
程
に
配
置
さ
れ
、

こ
の
桃
の
花
が
漁
夫
を
「
桃
花
源
」
へ
と
導
く
誘
因
と
な
っ
て
い
る
。
漁
夫
は

桃
の
花
に
誘
わ
れ
て
前
進
し
、
そ
の
先
に
見
つ
け
た
穴
を
通
過
し
て
「
桃
花
源
」

に
辿
り
つ
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
「
桃
花
源
」
の
集
落
の
内
部
に
桃
の
花
も

桃
の
果
実
も
存
在
し
な
い
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
『
幽
明
録
』
（
表

１
③
）
で
は
桃
は
異
境
の
中
に
あ
り
、
そ
こ
は
桃
の
果
実
を
中
心
と
す
る
集
落

で
あ
っ
た
が
、
「
桃
花
源
記
」
の
桃
が
位
置
す
る
の
は
「
桃
花
源
」
の
外
縁
部

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
桃
花
源
」
と
は
桃
花
を
外
郭
と
す
る
集
落
で
あ
り
、

桃
花
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
隔
離
さ
れ
た
世
界
な
の
で
あ
る
。
桃
花
林
は
、
「
桃

花
源
」
と
い
う
集
落
全
体
を
守
り
、
外
の
世
界
と
「
桃
花
源
」
と
の
間
を
分
断

す
る
と
同
時
に
、
そ
の
境
界
を
顕
在
化
さ
せ
る
結
界
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と

も
言
え
よ
う
。

こ
の
境
界
の
顕
在
化
は
、
闖
入
者
と
住
民
の
態
度
に
も
変
化
を
与
え
て
い
る
。

漁
人
甚
異
之
、
復
前
行
、
欲
窮
其
林
。
林
盡
水
源
、
便
得
一
山
。
山
有
小

口
、
髣
髴
若
有
光
、
便
捨
船
從
口
入
。
初
極
狹
、
纔
通
人
、
復
行
數
十
步
、

豁
然
開
朗
。
…
見
漁
人
乃
大
驚
、
問
所
從
來
、
具
答
之
。
便
要
還
家
、
爲

設
酒
殺
鷄
作
食
。
村
中
聞
有
此
人
、
咸
來
問
訊
。
…
問
今
是
何
世
、
乃
不

知
有
漢
、
無
論
魏
晉
。
此
人
一
一
爲
具
言
所
聞
、
皆
歎
惋
。
餘
人
各
復
延

至
其
家
、
皆
出
酒
食
。
停
數
日
、
辭
去
。
（
漁
人

甚
だ
之
を
異
と
し
、

復
た
前
み
行
き
て
、
其
の
林
を
窮
め
ん
と
欲
す
。
林
は
水
源
に
盡
き
、
便

ち
一
山
を
得
た
り
。
山
に
小
口
有
り
て
、
髣
髴
と
し
て
光
有
る
が
ご
と
し
。

便
ち
船
を
捨
て
口
よ
り
入
る
。
初
め
は
極
め
て
狹
く
、
纔
か
に
人
を
通
ず

る
の
み
な
れ
ど
も
、
復
た
行
く
こ
と
數
十
步
、
豁
然
と
し
て
開
朗
た
り
。

…
漁
人
を
見
て
乃
ち
大
い
に
驚
き
、
從
り
て
來
た
る
所
を
問
え
ば
、
具
さ

に
之
に
答
う
。
便
ち
要
え
て
家
に
還
り
、
爲
に
酒
を
設
け
鷄
を
殺
し
て
食

を
作
る
。
村
中

此
の
人
有
る
を
聞
き
、
咸

來
た
り
て
問
訊
す
。
…
今
は

是
れ
何
の
世
ぞ
と
問
う
、
乃
ち
漢
有
る
を
知
ら
ず
、
魏
晉
に
論
無
し
。
此

の
人
一
一
爲
に
具
さ
に
聞
く
所
を
言
う
に
、
皆
歎
惋
す
。
餘
人
各
お
の
復

た
延
き
て
其
の
家
に
至
ら
し
め
、
皆
酒
食
を
出
だ
す
。
停
ま
る
こ
と
數
日

に
し
て
、
辭
去
す
。
）

漁
夫
は
桃
の
花
を
見
て
も
そ
れ
を
手
に
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
桃
花
水

を
口
に
含
む
わ
け
で
も
な
い
。
た
だ
「
異
」
に
感
じ
て
桃
花
林
の
果
て
を
見
て

み
よ
う
と
「
桃
花
源
」
へ
と
誘
わ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
漁
夫
が
「
桃
花
源
」

に
辿
り
つ
き
、
「
桃
花
源
」
の
人
々
は
突
然
の
闖
入
者
に
驚
く
。
彼
ら
は
驚
き

な
が
ら
も
、
そ
の
闖
入
者
を
酒
や
鶏
を
つ
ぶ
し
た
食
事
で
も
て
な
し
、
闖
入
者

で
あ
る
漁
夫
も
人
々
か
ら
求
め
ら
れ
る
ま
ま
に
元
に
い
た
世
界
に
つ
い
て
の
話

を
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
幽
明
録
』
説
話
で
は
、
遭
難
者
た
ち
は
飢
え
を
理
由
に
桃
の
果
実

に
迷
わ
ず
手
を
伸
ば
す
。

漢
明
帝
永
平
五
年
、
剡
縣
劉
晨
・
阮
肇
共
入
天
台
山
、
取
穀
皮
、
迷
不
得

返
。
經
十
三
日
、
糧
食
乏
盡
、
飢
餒
殆
死
。
遙
望
山
上
有
一
桃
樹
、
大
有
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子
實
。
而
絕
巖
邃
澗
、
永
無
登
路
。
攀
援
藤
葛
、
乃
得
至
上
。
各
噉
數
枚
、

而
飢
止
體
充
。
（
漢
の
明
帝
永
平
五
年
、
剡
縣
の
劉
晨
・
阮
肇
共
に
天
台

山
に
入
り
、
穀
皮
を
取
る
も
、
迷
い
て
返
る
を
得
ず
。
十
三
日
を
經
て
、

糧
食
乏
盡
し
、
飢
餒
し
て
殆
ど
死
せ
ん
と
す
。
遙
か
に
望
む
に
山
上
に
一

桃
樹
有
り
、
大
い
に
子
實
有
り
。
而
れ
ど
も
絕
巖
邃
澗
、
永
え
に
登
路
無

し
。
藤
葛
を
攀
援
し
、
乃
ち
上
に
至
る
を
得
。
各
お
の
數
枚
を
噉
ら
い
、

飢
止
ま
り
體
充
つ
。
）

（
『
幽
明
録
』
）

桃
を
食
べ
た
後
に
彼
ら
は
見
知
ら
ぬ
集
落
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
こ
で
迎
え
て
く

れ
た
美
し
い
女
た
ち
は
「
來
何
晩
邪
（
來
る
こ
と
何
ぞ
晩
き
や
）
」
と
闖
入
者

に
話
し
か
け
、
何
故
か
彼
ら
が
訪
問
す
る
こ
と
を
予
め
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
女
た
ち
は
豪
華
な
ご
ち
そ
う
や
酒
な
ど
で
一
方
的
に
も
て
な
し
、
そ

の
歓
待
は
寝
室
の
中
に
ま
で
及
ぶ
。
当
の
闖
入
者
た
ち
は
何
故
こ
れ
ほ
ど
歓
待

さ
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
忻
怖
交
并
（
忻
怖
交
も
并
す
）
」
と

喜
び
と
同
時
に
恐
れ
を
抱
い
て
し
ま
う
ほ
ど
の
過
剰
な
歓
待
ぶ
り
で
あ
る
。『
拾

遺
記
』
説
話
（
表
１
④
）
で
も
、
闖
入
者
は
「
霓
裳
冰
顔
、
艶
質
與
世
人
殊
別
。

（
霓
裳
冰
顔
、
艶
質
と
し
て
世
人
と
殊
別
た
り
。
）
」
と
い
う
明
ら
か
に
普
通

の
人
間
で
は
な
い
美
女
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
、「
飲
以
瓊
漿
金
液
、
延
入
璇
室
、

奏
以
簫
管
絲
桐
。
（
瓊
漿
金
液
を
以
て
飲
ま
し
め
、
延
き
て
璇
室
に
入
れ
、
簫

管
絲
桐
を
以
て
奏
す
。
）
」
と
し
て
、
仙
界
の
飲
み
物
を
供
さ
れ
、
玉
で
彩
ら

れ
た
部
屋
で
美
し
い
音
楽
の
調
べ
に
よ
っ
て
歓
待
さ
れ
る
。
闖
入
者
は
女
た
ち

か
ら
一
方
的
な
歓
待
を
―
結
果
的
に
は
、
彼
ら
は
浦
島
太
郎
の
よ
う
に
時
間
を

代
償
と
し
て
支
払
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
―
ひ
た
す
ら
受
け
る
の
み
で
あ

る
。「

桃
花
源
記
」
と
『
幽
明
録
』
説
話
お
よ
び
『
拾
遺
記
』
説
話
と
の
間
の
相

違
点
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
ま
ず
、
「
桃
花
源
記
」
の
漁

夫
は
桃
花
林
の
先
に
異
な
る
世
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ

る
。
「
桃
花
源
」
の
住
民
の
方
も
、
そ
の
内
情
を
知
ら
ず
と
も
「
桃
花
源
」
の

外
に
異
な
る
世
界
が
あ
る
こ
と
は
既
に
知
っ
て
お
り
、
漁
夫
と
「
桃
花
源
」
の

住
民
は
い
ず
れ
も
自
分
の
今
い
る
世
界
の
外
に
見
知
ら
ぬ
世
界
が
存
在
す
る
こ

と
を
知
っ
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
他
方
、
『
幽
明
録
』
や
『
拾
遺
記
』
に
お
い

て
は
、
そ
の
趣
は
ず
い
ぶ
ん
と
異
な
っ
て
く
る
。
と
り
わ
け
『
幽
明
録
』
の
遭

難
者
は
異
な
る
世
界
の
存
在
に
無
自
覚
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
迎
え
る
側

の
女
た
ち
は
遭
難
者
の
来
訪
を
も
見
通
し
て
お
り
、
全
知
全
能
と
も
言
う
べ
き

存
在
で
あ
る
。
次
に
、
闖
入
者
と
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
「
桃

花
源
記
」
で
は
住
民
が
ご
ち
そ
う
で
も
て
な
し
、
代
わ
り
に
漁
夫
は
外
界
の
こ

と
を
話
し
て
聞
か
せ
、
そ
こ
に
は
双
方
向
の
授
受
関
係
が
成
立
し
て
い
る
の
に

対
し
、
『
幽
明
録
』
『
拾
遺
記
』
で
は
闖
入
者
が
接
待
を
す
る
女
た
ち
か
ら
過

剰
な
奉
仕
を
受
け
て
い
る
だ
け
の
一
方
向
の
不
均
衡
な
関
係
で
あ
る
。
以
上
か

ら
、
「
桃
花
源
記
」
は
桃
源
郷
説
話
と
は
一
線
を
画
し
て
、
そ
の
住
民
た
ち
に

呪
力
を
与
え
て
い
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
闖
入
者
で
あ
る
漁
夫
と
住
民
と
を
同

等
の
関
係
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
桃
花
源
記
」
は
そ
の
時
間
を
禊
の
季
節
に
設

定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
『
幽
明
録
』
な
ど
で
呪
力
が
発
揮
さ
れ
て
き
た
場
所

に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
場
所
に
お
い
て
も
呪
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
。
本
章
の
冒
頭
で
桃
の
呪
力
と
自
給
自
足
の
共
同
体
の
間
に
は
距
離
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
で
は
、
「
桃
花
源
記
」
の
桃
と
は
そ
の
本
来

持
つ
力
を
完
全
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
桃
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
桃
は
そ
の
力
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

桃
の
力
は
桃
花
林
の
結
界
が
自
給
自
足
の
共
同
体
で
あ
る
「
桃
花
源
」
を
守
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
桃
の
力
が
い
わ
ゆ
る
呪
力
と
は
異
な
っ
て
い
る
だ
け
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で
あ
る
。
「
桃
花
源
記
」
の
桃
の
力
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
端
的
に
表
現
し

て
い
る
の
は
次
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

其
中
往
來
種
作
、
男
女
衣
着
、
悉
如
外
人
。
黃
髪
垂
髫
、
並
怡
然
自
樂
。

（
其
の
中
に
往
来
し
種
作
す
る
も
の
、
男
女
の
衣
着
は
、
悉
く
外
人
の
ご

と
し
。
黃
髪
垂
髫
並
び
に
怡
然
と
し
て
自
ら
樂
し
め
り
。
）

（
七
）

田
畑
で
種
植
え
を
す
る
男
女
の
服
装
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、
老
人
か
ら
幼

子
ま
で
が
「
怡
然
自
樂
」
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
「
自
樂
」
の
語
は
『
莊
子
』

讓
王
篇
に
見
え
、
貧
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
仕
を
し
な
い
の
は
何
故
か
と
い

う
孔
子
の
問
い
に
、
顔
回
は
こ
う
答
え
る
。

「
不
願
仕
。
回
有
郭
外
之
田
五
十
畝
、
足
以
給
飦
粥
。
郭
內
之
田
十
畝
、

足
以
爲
絲
麻
。
鼓
琴
足
以
自
娛
。
所
學
夫
子
之
道
者
足
以
自
樂
也
。
回
不

願
仕
。
」
（
「
仕
う
る
を
願
わ
ず
。
回
に
郭
外
の
田
五
十
畝
有
り
。
以
て
飦

粥
を
給
す
る
に
足
る
。
郭
內
の
田
十
畝
、
以
て
絲
麻
を
爲
む
る
に
足
る
。

琴
を
鼓
し
て
以
て
自
ら
娯
し
む
に
足
る
。
夫
子
に
学
ぶ
所
の
道
は
、
以
て

自
ら
樂
し
む
に
足
る
な
り
。
回
は
仕
う
る
を
願
わ
ず
。
」
）

（
『
莊
子
』
讓
王
）

肉
体
の
欲
求
を
満
た
す
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
持
っ
て
い
る
田
畑
で
収
穫
で
き

る
「
飦
粥
」「
絲
麻
」
で
十
分
で
あ
り
、
ま
た
精
神
の
楽
し
み
と
し
て
は
「
琴
」

を
弾
け
ば
十
分
で
あ
る
、
そ
れ
で
「
自
樂
」
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
か
ら
、

自
分
に
は
出
仕
を
求
め
る
必
要
な
ど
な
い
の
だ
、
と
。
過
剰
に
外
物
を
求
め
る

こ
と
な
く
必
要
最
低
限
の
物
質
で
十
分
に
満
足
す
る
と
い
う
意
で
、
こ
の
「
自

樂
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
自
樂
」
の
語
の
例
を
他
に
求
め
る
と
、
例
え
ば
、
王
逸
は
『
楚
辭
』

「
漁
父
」
を
「
而
漁
父
避
世
隱
身
、
釣
魚
江
濱
、
欣
然
自
樂
。
（
而
る
に
漁
父

世
を
避
け
身
を
隱
し
、
魚
を
江
濱
に
釣
り
、
欣
然
と
し
て
自
ら
樂
し
め
り
。
）
」

と
解
し
て
、
「
自
樂
」
の
語
を
漁
父
の
あ
り
方
を
示
す
の
に
用
い
て
い
る
。
陶

淵
明
の
詩
文
で
は
、
三
月
の
情
景
を
描
い
た
「
時
運
」
詩
の
中
に
そ
の
用
例
を

求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
そ
の
全
四
章
の
う
ち
の
第
二
章

（
八
）

で
あ
る
。

洋
洋
平
澤

洋
洋
た
る
平
津

乃
漱
乃
灌

乃
ち
漱
ぎ
乃
ち
濯
う

邈
邈
遐
景

邈
邈
た
る
遐
景

載
欣
載
矚

載
ち
欣
び
載
ち
矚
る

人
亦
有
言

人
も
亦
た
言
え
る
有
り

稱
心
易
足

心
に
稱
え
ば
足
り
易
し
と

揮
玆
一
觴

玆
の
一
觴
を
揮
い

陶
然
自
樂

陶
然
と
し
て
自
ら
樂
し
む

（
「
時
運
」
第
二
章
、
『
陶
淵
明
集
』
卷
一
）

誰
か
が
「
稱
心
易
足
」
と
言
っ
た
も
の
だ
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
稱
心
」

は
「
一
觴
」
を
揮
っ
て
酒
を
飲
む
こ
と
で
あ
り
、
酒
を
飲
め
ば
そ
の
心
地
は
「
自

樂
」
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
で
は
心
境
を
表
す
語
と
し
て
「
自
樂
」
が
用
い
ら
れ
、

現
況
の
中
で
覚
え
る
充
足
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
は
「
田
園
」
で
暮
ら
す
陶

淵
明
を
し
て
酒
に
酔
っ
て
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
境
地
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ

う
。「

桃
花
源
記
」
に
つ
い
て
、
小
川
環
樹
氏
は
「
桃
花
源
」
を
「
仙
郷
を
人
間

世
界
に
持
ち
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
或
る
想
念
、
自
己
の
求
め
え
な
か

っ
た
理
想
を
託
し
た
」
と
、
ま
た
、
川
合
康
三
氏
は
「possible

で
あ
っ
て
も

（
九
）

probable
で
な
い
世
界
」
と
評
し
た
。
な
ぜ
、
陶
淵
明
の
描
い
た
「
桃
花
源
」

（
一
〇
）

は
「
理
想
」
で
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
「probable

で
な
い
世
界
」
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
桃
花
源
」
は
仙
界
で
は
な
い
と
い
う
点
で
一
見
現
実
的
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で
あ
る
。
し
か
し
、
「
桃
花
源
」
の
人
々
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
物
資
で
満
足
を

得
る
と
い
う
こ
と
は
現
実
に
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
一
人

の
人
間
（
す
な
わ
ち
陶
淵
明
）
が
充
足
す
る
の
も
実
際
に
は
な
か
な
か
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
の
に
、
ま
し
て
や
、
充
足
し
た
人
々
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
社
会
な
ど
は
不
可
能
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
陶
淵
明
は
桃
の
聖
性
を

い
わ
ゆ
る
呪
力
か
ら
〈
自
樂
〉
の
力
に
転
換
さ
せ
、
桃
源
郷
説
話
の
〝
型
〟
を

換
骨
奪
胎
す
る
か
た
ち
で
仙
界
と
は
全
く
異
な
る
位
相
の
理
想
郷
と
し
て
「
桃

花
源
」
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
結
果
的
に
新
た
な
理
想

郷
の
〝
型
〟
を
後
世
の
士
大
夫
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

舟
と
境
界

「
桃
花
源
記
」
で
は
、
漁
夫
が
舟
に
乗
り
な
が
ら
桃
の
花
に
誘
わ
れ
て
水
源

に
至
り
、
舟
か
ら
降
り
て
山
の
穴
を
通
過
し
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
「
桃
花
源
」

に
到
達
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
表
１
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
桃
源
郷
説
話
に
は

舟
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
主
人
公
た
ち
は
み
な
徒
歩
で
異
界
に
足
を
踏
み

入
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
舟
は
お
ろ
か
、
ど
ん
な
乗
り
物
も
登
場
し
な
い
。
し

か
し
、
桃
源
郷
説
話
に
舟
の
姿
が
見
え
な
い
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
指
摘
し
た
の
は
、

舟
の
登
場
す
る
異
界
説
話
は
珍
し
く
、
そ
の
点
で
「
桃
花
源
記
」
は
異
色
作
な

の
だ
と
い
う
結
論
を
導
き
た
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
舟
と

い
う
形
象
は
元
来
異
界
に
親
和
性
の
高
い
乗
り
物
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
ま
ず

確
認
し
て
お
き
た
い
。
試
み
に
、
筏
に
よ
っ
て
天
の
河
を
訪
れ
る
と
い
う
話
を

見
て
み
よ
う
。

舊
說
云
、
天
河
與
海
通
。
近
世
、
有
人
居
海
渚
者
。
年
年
八
月
有
浮
槎
去

來
、
不
失
期
、
人
有
奇
志
、
立
飛
閣
於
査
上
、
多
齎
糧
、
乘
槎
而
去
。
十

餘
日
中
猶
觀
星
月
日
辰
、
自
後
茫
茫
忽
忽
亦
不
覺
晝
夜
。
去
十
餘
日
、
奄

至
一
處
。
有
城
郭
狀
、
屋
舍
甚
嚴
。
遙
望
宮
中
多
織
婦
。
見
一
丈
夫
牽
牛

渚
次
飮
之
。
…
（
舊
說
に
云
う
、
天
河

海
と
通
ず
。
近
世
、
人
の
海
渚

に
居
る
者
有
り
。
年
年
八
月

浮
槎
の
去
來
す
る
も
の
有
り
て
、
期
を
失

わ
ず
。
人
に
奇
志
有
り
、
飛
閣
を
査
上
に
立
て
て
、
多
く
糧
を
齎
し
、
槎

に
乘
り
て
去
る
。
十
餘
日
中
は
猶
お
星
月
日
辰
を
觀
る
も
、
後
よ
り
茫
茫

忽
忽
と
し
て
亦
た
晝
夜
を
覺
え
ず
。
去
る
こ
と
十
餘
日
に
し
て
、
奄
ち
一

處
に
至
る
。
城
郭
の
狀
有
り
て
、
屋
舍
は
甚
だ
嚴
な
り
。
遙
か
に
宮
中
を

望
め
ば
織
婦
多
し
。
一
丈
夫
の
牛
を
牽
き
て
渚
次
に
之
を
飮
う
を
見
る
。

…
）

（
張
華
『
博
物
志
』
卷
十
）

毎
年
八
月
に
な
る
と
筏
が
海
上
に
出
現
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
探
訪
者
が
、

そ
の
不
思
議
な
筏
に
乗
り
込
む
。
そ
の
動
機
は
出
来
心
と
も
言
う
べ
き
「
奇
志
」

で
あ
っ
て
、
明
確
な
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
筏
に
乗
る
う
ち
に
突
如

異
界
に
辿
り
つ
く
。
引
用
を
省
略
し
た
後
半
部
で
は
、
彼
は
異
界
の
人
間
（
牽

牛
人
）
と
言
葉
を
交
わ
す
も
の
の
「
岸
」
す
な
わ
ち
異
界
の
土
を
踏
む
こ
と
は

な
く
筏
の
周
期
に
従
っ
て
再
び
元
の
世
界
へ
と
戻
り
、
訪
れ
た
異
界
が
天
の
河

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
に
い
た
る
。
こ
の
話
に
お
け
る
筏
と
は
異
界
へ
と
繋
が

る
交
通
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
異
界
と
元
の
世
界
の
間
に
存
在
す
る
境
界
そ

の
も
の
で
も
あ
る
。

（
一
一
）

異
界
へ
と
通
じ
る
舟
は
、
説
話
の
中
の
み
の
産
物
で
は
な
く
詩
文
の
中
に
も

登
場
す
る
。
次
に
示
す
の
は
、
曹
植
「
洛
神
賦
」
で
あ
る
。
洛
川
で
美
し
い
神

女
と
出
会
っ
た
「
余
」
は
そ
の
神
女
と
共
に
一
時
を
過
ご
し
た
後
、
彼
女
は
突

如
光
に
包
ま
れ
て
消
え
て
し
ま
う
。
「
余
」
は
も
う
一
度
そ
の
神
女
に
逢
い
た

い
と
願
い
、
彼
女
を
探
し
に
行
く
そ
の
場
面
に
お
い
て
舟
が
登
場
す
る
。
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於
是
背
下
陵
高
、
足
往
神
留
。
遺
情
想
像
、
顧
望
懷
愁
。
冀
靈
體
之
復
形
、

御
輕
舟
而
上
遡
。
浮
長
川
而
忘
反
、
思
緜
緜
而
增
慕
。
夜
耿
耿
而
不
寐
、

霑
繁
霜
而
至
曙
。
命
僕
夫
而
就
駕
、
吾
將
歸
乎
東
路
。
攬
騑
轡
以
抗
策
、

悵
盤
桓
而
不
能
去
。
（
是
に
於
い
て
下
き
に
背
き
高
き
に
陵
り
、
足
往
き

神
留
ま
る
。
情
を
遺
し
て
想
像
し
、
顧
望
し
て
愁
い
を
懷
く
。
靈
體
の
復

た
形
れ
ん
こ
と
を
冀
い
、
輕
舟
に
御
り
て
上
遡
す
。
長
川
に
浮
か
ん
で
反

る
を
忘
れ
、
思
い

緜
緜
と
し
て
慕
を
增
す
。
夜

耿
耿
と
し
て
寐
ね
ら
れ

ず
、
繁
霜
に
霑
い
て
曙
に
至
る
。
僕
夫
に
命
じ
て
駕
に
就
か
し
め
、
吾
將

に
東
路
に
歸
ら
ん
と
す
。
騑
轡
を
攬
り
て
以
て
策
を
抗
げ
、
悵
と
し
て
盤

桓
し
て
去
る
能
わ
ず
。
）

（
曹
植
「
洛
神
賦
」
、
『
文
選
』
卷

十
九
）

「
余
」
は
一
旦
、
水
辺
に
背
を
向
け
て
高
い
山
に
登
る
が
神
女
へ
の
思
い
は

尽
き
ず
、
も
う
一
度
彼
女
の
姿
を
見
る
た
め
に
舟
に
乗
っ
て
川
を
遡
る
。
そ
し

て
、
長
ら
く
川
面
に
舟
を
浮
か
べ
る
も
の
の
彼
女
は
現
れ
ぬ
ま
ま
夜
明
け
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
、
と
う
と
う
彼
女
を
探
す
こ
と
を
諦
め
て
車
に
乗
っ
て
帰
路

に
つ
く
。
結
果
的
に
は
神
女
に
再
び
会
う
こ
と
は
実
現
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、

こ
の
場
面
に
お
い
て
、
舟
は
異
界
へ
と
、
車
は
現
実
の
世
界
へ
と
向
か
う
交
通

手
段
と
し
て
舟
と
車
が
対
照
的
な
働
き
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
「
洛
神
賦
」
を
も
と
に
東
晋
の
顧
愷
之
が
描
い
た
と
い
う
「
洛
神
賦
圖
」

（
一
二
）

が
伝
わ
る
が
、
こ
の
絵
図
の
中
で
は
よ
り
明
確
に
舟
と
車
が
使
い
分
け
ら
れ
て

い
る
。
神
女
を
追
う
時
に
舟
を
、
諦
め
て
帰
路
に
つ
く
時
に
車
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
、
曹
植
「
洛
神
賦
」
で
は
そ
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い

「
於
是
背
下
陵
高
」
に
相
当
す
る
場
面
―
神
女
の
こ
と
を
諦
め
て
水
辺
に
背
を

向
け
る
場
面
―
で
も
車
を
画
面
に
配
し
、
舟
を
異
界
へ
の
乗
り
物
、
車
を
現
実

世
界
で
の
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
を
よ
り
強
く
印
象
づ
け
て
い
る
。
こ
の
一
連
の

シ
ー
ン
は
画
巻
全
体
の
お
よ
そ
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
お
り
、「
洛
神
賦
圖
」

の
見
せ
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
洛
神
賦
」
お
よ
び
「
洛
神
賦
圖
」
で
は
と
も

に
水
辺
を
異
界
に
連
な
る
空
間
と
し
、
舟
を
そ
の
異
界
へ
の
交
通
手
段
と
し
て

描
き
出
し
て
い
る
。

「
桃
花
源
記
」
で
は
、
男
が
「
桃
花
源
」
か
ら
元
の
世
界
に
戻
る
場
面
に
お

い
て
再
び
舟
が
登
場
す
る
。
穴
に
入
る
と
き
に
乗
り
捨
て
た
、
あ
の
舟
で
あ
る
。

停
數
日
、
辭
去
。
此
中
人
語
云
「
不
足
爲
外
人
道
也
」
。
既
出
、
得
其
船
、

便
扶
向
路
、
處
處
誌
之
。
及
郡
下
、
詣
太
守
説
如
此
。
（
停
ま
る
こ
と
數

日
に
し
て
、
辭
去
す
。
此
の
中
の
人
語
げ
て
云
う
、
「
外
人
の
爲
に
道
う

に
足
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
既
に
出
で
、
其
の
船
を
得
て
、
便
ち
向
の
路
に

扶
り
て
、
處
處
に
之
を
誌
す
。
郡
下
に
及
び
、
太
守
に
詣
り
て
説
く
こ
と

此
く
の
ご
と
し
。
）

男
は
穴
を
出
て
再
び
舟
に
乗
り
、
も
う
一
度
こ
の
「
桃
花
源
」
に
戻
っ
て
く

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
印
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
元
の
世
界
へ
と
向
か
う
。

「
桃
花
源
記
」
で
は
、
「
桃
花
源
」
と
元
の
世
界
の
間
を
往
復
す
る
交
通
手
段

と
し
て
舟
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
舟
の
例
は
い
ず
れ
も
、
現
実
と
非
現
実
の
あ
わ
い
に

浮
か
ぶ
舟
で
あ
っ
た
。
境
界
は
地
図
上
の
国
境
線
の
よ
う
に
い
つ
も
一
本
の
線

と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
堅
く
着
実
な
陸
地
を
離
れ
、
つ
か
み
ど
こ

ろ
の
な
い
水
の
上
に
浮
か
ぶ
と
い
う
感
覚
も
ま
た
彼
我
の
境
界
と
し
て
機
能
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
漁
夫
が
「
桃
花
源
」
へ
と
向
か
う
舟
の
上
か
ら
眺
め
た
、

美
し
い
桃
の
花
が
咲
き
誇
る
水
辺
の
空
間
は
彼
我
の
境
界
そ
の
も
の
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
前
章
に
お
い
て
、
桃
の
花
・
水
辺
・
舟
が
三
月
三
日
の
禊
を
連
想

し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
桃
花
林
が
「
桃
花
源
」
を
守
る
結
界
の
役
割
を
は

た
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
「
桃
花
源
」
の
境
界
は
桃
花
林
だ
け
で
は
な



- 69 -

陶淵明のトポス

い
。
「
桃
花
源
」
の
境
界
は
〝
線
〟
で
は
な
く
、
舟
・
桃
花
林
・
山
穴
と
い
っ

た
要
素
が
〝
面
〟
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
桃
源
郷
説
話
に
は
舟
が

見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
桃
花
源
記
」
で
「
桃
花
源
」
と
の
往
復
に

舟
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
陶
淵
明
の
意
図
的
な
ア
レ
ン
ジ
と
し
て
も
っ

と
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
舟
に
つ
い
て
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
と
の
関

わ
り
の
中
で
ま
た
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
い
ま
は
、
「
桃
花
源
記
」
と
い
う
物

語
が
舟
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
「
桃
花
源
」
と
い
う
新
た
な
領
域
に
足
を
踏

み
入
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
、
次
章
に
進
み
た
い
。

三

「
桃
花
源
詩
」

「
桃
花
源
記
」
は
「
記
幷
詩
」
と
し
て
「
記
」
の
後
に
「
詩
」
が
付
さ
れ
て

（
一
三
）

い
る
。
し
か
し
、
「
記
」
の
み
が
『
捜
神
後
記
』
や
『
藝
文
類
聚
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
桃
花
源
記
」
に
お
い
て
は
「
記
」
が
〝
主
〟
で
あ
り
、

「
詩
」
が
〝
従
〟
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
方
で
、
「
詩
」

や
「
賦
」
な
ど
は
韻
文
を
作
品
の
中
心
に
据
え
て
散
文
（
非
韻
文
）
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
「
序
」
を
添
え
る
と
い
う
形
式
を
と
り
、
後
に
述
べ
る
「
歸
去
來
兮

辭
」
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
則
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、「
記
」

に
添
え
ら
れ
た
「
詩
」
（
『
陶
淵
明
集
』
卷
六
）
を
見
て
み
よ
う
。

「
桃
花
源
詩
」

贏
氏
亂
天
紀

贏
氏

天
紀
を
亂
し

賢
者
避
其
世

賢
者

其
の
世
を
避
く

黄
綺
之
商
山

黄
綺
は
商
山
に
之
き

伊
人
亦
云
逝

伊
の
人
も
亦
た
云
に
逝
く

往
跡
寖
復
湮

往
跡

寖
く
復
た
湮
み

來
徑
遂
蕪
癈

來
徑

遂
に
蕪
癈
す

相
命
肆
農
耕

相
命
じ
て
農
耕
に
肆
め

日
入
從
所
憩

日
入
り
て
は
憩
う
所
に
從
う

桑
竹
垂
餘
蔭

桑
竹

餘
蔭
を
垂
れ

菽
稷
隨
時
藝

菽
稷

時
に
隨
い
て
藝
う

春
蠶
収
長
絲

春
蠶

長
絲
を
収
め

秋
熟
靡
王
税

秋
熟

王
税
靡
し

荒
路
曖
交
通

荒
路

曖
と
し
て
交
わ
り
通
じ

鶏
犬
互
鳴
吠

鶏
犬

互
い
に
鳴
き
吠
ゆ

俎
豆
猶
古
法

俎
豆

猶
お
古
法
に
し
て

衣
装
無
新
製

衣
装

新
製
無
し

童
孺
縱
行
歌

童
孺
は
縱
に
行
歌
し

班
白
歡
遊
詣

班
白
は
歡
び
て
遊
び
詣
る

草
榮
識
節
和

草
榮
え
節
の
和
す
る
を
識
り

木
衰
知
風
厲

木
衰
え
風
の
厲
し
き
を
知
る

雖
無
紀
暦
誌

紀
暦
の
誌
無
し
と
雖
も

四
時
自
成
歳

四
時

自
ら
歳
を
成
す

怡
然
有
餘
樂

怡
然
と
し
て
餘
樂
有
り

于
何
勞
智
慧

何
に
于
い
て
か
智
慧
を
勞
せ
ん

奇
蹤
隱
五
百

奇
蹤

隱
る
る
こ
と
五
百

一
朝
敞
神
界

一
朝

神
界
敞
る

淳
薄
既
異
源

淳
薄

既
に
源
を
異
に
し

旋
復
還
幽
蔽

旋
ち
に
し
て
復
還
た
幽
蔽
す

借
問
游
方
士

借
問
す

游
方
の
士
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焉
測
塵
囂
外

焉
ん
ぞ
塵
囂
の
外
を
測
ら
ん
と

願
言
躡
輕
風

願
わ
く
は
言
に
輕
風
を
躡
み

高
舉
尋
吾
契

高
舉
し
て
吾
が
契
を
尋
ね
ん

「
記
」
と
「
詩
」
は
内
容
の
上
で
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
「
詩
」
で
は
「
桃
花
源
」
の
住
人
が
闖
入
者
に
対
し
て
食
事
を
振
る

舞
う
こ
と
も
、
外
の
世
界
で
の
出
来
事
を
話
し
て
ほ
し
い
と
頼
む
こ
と
も
な
い
。

食
事
ど
こ
ろ
か
、
こ
こ
に
は
漁
夫
も
桃
の
花
さ
え
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
。「

記
」
は
漁
夫
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
、
漁
夫
の
体
内
に
流
れ
る
時
間
が
刻
一

刻
と
進
む
な
か
、
「
桃
花
源
」
の
外
側
か
ら
内
部
へ
の
移
動
、
「
桃
花
源
」
内

で
の
住
民
達
と
の
交
流
、
「
桃
花
源
」
か
ら
の
帰
路
、
さ
ら
に
別
の
人
間
―
太

守
や
劉
子
驥
―
に
よ
る
「
桃
花
源
」
到
達
へ
の
試
行
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。

対
し
て
、
「
詩
」
は
た
だ
淡
々
と
「
桃
花
源
」
に
住
む
人
々
の
生
活
の
様
子
を

素
描
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
語
り
は
漁
夫
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
所
謂
〝

神
の
視
点
〟
あ
る
い
は
〝
人
称
を
持
た
な
い
語
り
口
〟
に
よ
る
も
の
だ
が
、
結

び
の
四
句
に
い
た
っ
て
一
転
す
る
。

「
こ
の
世
界
の
域
内
で
遊
ぶ
方
々
に
お
尋
ね
し
た
い
。
塵
や
埃
に
ま
み
れ
た

こ
の
俗
世
の
外
側
を
ど
う
す
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
願
わ
く

は
軽
や
か
な
風
に
乗
っ
て
、
高
く
舞
っ
て
我
が
心
に
決
め
た
「
桃
花
源
」
を
訪

ね
て
み
た
い
。
」
―
こ
こ
で
初
め
て
語
り
手
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
語
り
手

自
身
の
願
望
を
述
べ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
四
句
に
い
た
っ
て
初
め
て

語
り
手
は
姿
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
結
び
の
四
句
は
、
完
成
し
た
デ
ッ
サ
ン

画
―
前
半
二
十
八
句
に
描
い
て
き
た
「
桃
花
源
」
の
俯
瞰
図
―
に
も
た
ら
さ
れ

た
画
家
の
感
慨
に
相
当
す
る
。
こ
の
四
句
の
存
在
が
「
詩
」
に
入
れ
子
構
造
を

も
た
ら
し
、
語
り
手
を
「
桃
花
源
」
を
俯
瞰
す
る
存
在
と
し
て
「
桃
花
源
」
の

外
部
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
記
」
と
「
詩
」

を
あ
わ
せ
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
構
図
は
「
桃
花
源
」
を
探
訪
す
る
漁
夫
を
描

い
た
絵
巻
物
を
読
ん
だ
者
が
、
そ
れ
を
一
枚
の
俯
瞰
図
に
纏
め
、
筆
を
擱
い
て

歎
息
を
洩
ら
す
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

以
上
か
ら
、
「
記
」
と
「
詩
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
纏
め

ら
れ
る
。
「
記
」
は
、
空
間
の
移
動
や
時
間
の
推
移
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
重

視
し
た
動
的
世
界
で
あ
っ
た
。
一
方
、
「
詩
」
に
は
「
記
」
の
よ
う
な
空
間
の

移
動
も
推
移
す
る
時
間
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
見
え
る
の
は
「
桃
花
源
」
の

概
略
と
そ
れ
に
対
す
る
語
り
手
の
感
慨
で
あ
り
、
「
記
」
の
動
的
世
界
と
は
対

照
的
に
、
「
詩
」
は
静
的
世
界
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
記
」
と

「
詩
」
が
持
つ
形
式
は
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
「
桃
花
源
記
」
と
「
歸
去
來
兮

辭
」
と
の
相
関
性
を
考
え
る
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

四

「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」

前
章
に
て
、
「
桃
花
源
記
」
の
「
記
」
と
「
詩
」
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
で
は
、
「
辭
并
序
」
と
し
て
「
辭
」
の

前
に
「
序
」
が
付
さ
れ
、
例
え
ば
『
文
選
』
で
は
「
辭
」
の
み
が
収
録
さ
れ
て

「
序
」
は
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
序
」
は
「
辭
」
の
〝
従
〟
と
し
て
読

ま
れ
て
き
た
。
ま
た
、
「
記
」
と
「
詩
」
に
見
ら
れ
た
動
静
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
、「
歸
去
來
兮
辭
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
歸
去
來
兮
辭
」
は
、「
序
」

は
あ
る
一
点
に
と
ど
ま
っ
た
状
態
か
ら
、
「
田
園
」
外
部
で
の
出
来
事
、
お
よ

び
「
田
園
」
に
帰
る
に
い
た
っ
た
経
緯
を
過
去
回
想
と
し
て
語
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
言
う
「
あ
る
一
点
」
と
は
、
空
間
で
言
え
ば
「
田
園
」
内
部
に
あ
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陶淵明のトポス

る
地
点
で
あ
り
、
時
間
で
言
え
ば
「
田
園
」
に
帰
っ
た
後
の
時
点
で
あ
る
。
一

方
、「
辭
」
は
語
り
手
で
あ
る
「
余
」
が
「
田
園
」
の
外
か
ら
内
へ
と
移
動
し
、

ま
た
、
句
ご
と
に
、
今
こ
の
瞬
間
が
刻
一
刻
と
推
移
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
桃

（
一
四
）

花
源
記
」
同
様
に
語
り
手
の
挙
止
に
着
目
す
る
と
、
「
序
」
を
静
、
「
辭
」
を

動
と
し
て
、
「
記
」
と
「
辭
」
、
「
詩
」
と
「
序
」
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る

と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

表
２

「
記
」
と
「
辭
」
に
見
え
る
共
通
点
は
空
間
の
移
動
お
よ
び
推
移
す
る
時
間

だ
け
で
は
な
い
。
「
記
」
の
中
に
舟
が
二
度
登
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に

述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
辭
」
に
お
い
て
も
舟

が
登
場
し
、
そ
の
回
数
も
同
じ
く
二
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
歸
去
來

兮
辭
」
の
舟
と
「
桃
花
源
記
」
の
「
桃
花
源
」
を
往
復
す
る
舟
は
、
そ
の
方
向

性
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
舟
は
、
舟
と
い
う
手
段
あ
る
い
は
境
界
を

経
て
新
た
な
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
点
で
「
桃
花
源
記
」
「
歸
去
來
兮
辭
」

と
も
同
一
の
方
向
性
を
持
つ
と
言
え
る
が
、
二
度
目
の
舟
で
は
全
く
質
の
異
な

る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
方
向
性
の
相
違
が
両
者
の
あ
り
方
を
決
定
的

に
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
作
品
を
比
較
す
る
こ
と
で
「
桃
花
源
」「
田
園
」

そ
れ
ぞ
れ
の
在
処
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
込
め
ら
れ
た
書
き
手
の
意
図
が
明

確
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
桃
花
源
記
」
の
舟
と
は
漁
夫
を
乗
せ
た
舟
で
あ
り
、
そ
の
方
向
性
は
一
度

目
が
「
桃
花
源
」
の
外
か
ら
内
へ
、
二
度
目
が
内
か
ら
外
へ
と
向
か
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
漁
夫
自
身
が
最
終
的
に
帰
着
す
る
場
所
は
「
桃
花
源
」
の

外
側
で
あ
る
。

一
方
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
（
『
陶
淵
明
集
』
卷
五
）
の
舟
は
、
「
桃
花
源
記
」

の
舟
の
よ
う
に
単
純
明
快
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
。

實
迷
途
其
未
遠

實
に
途
に
迷
う
こ
と
其
れ
未
だ
遠
か
ら
ず

覺
今
是
而
昨
非

今
の
是
に
し
て
昨
の
非
な
る
を
覺
る

舟
遙
遙
以
輕
颺

舟
は
遙
遙
と
し
て
以
て
輕
く
颺
が
り

風
飄
飄
而
吹
衣

風
は
飄
飄
と
し
て
衣
を
吹
く

右
に
示
し
た
最
初
の
舟
と
は
、
語
り
手
の
「
余
」
―
陶
淵
明
自
身
―
が
乗
っ

て
い
る
舟
で
あ
り
、
官
職
を
辞
し
「
田
園
」
で
そ
の
後
の
人
生
を
送
る
決
意
を

し
て
「
田
園
」
へ
と
向
か
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
田
園
」
の
外
側
か
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ら
内
側
へ
と
向
か
う
舟
で
あ
り
、
こ
の
舟
が
「
田
園
」
内
外
の
境
界
を
移
動
す

る
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
二
度
目
の
舟
。

農
人
告
余
以
春
及

農
人

余
に
告
ぐ
る
に
春
の
及
べ
る
を
以
て
し

將
有
事
於
西
疇

將
に
西
疇
に
事
有
ら
ん
と
す

或
命
巾
車

或
い
は
巾
車
に
命
じ

或
棹
孤
舟

或
い
は
孤
舟
に
棹
さ
す

既
窈
窕
以
尋
壑

既
に
窈
窕
と
し
て
以
て
壑
を
尋
ね

亦
崎
嶇
而
經
丘

亦
た
崎
嶇
と
し
て
丘
を
經

木
欣
欣
以
向
榮

木
は
欣
欣
と
し
て
以
て
榮
ゆ
る
に
向
か
い

泉
涓
涓
而
始
流

泉
は
涓
涓
と
し
て
始
め
て
流
る

善
萬
物
之
得
時

萬
物
の
時
を
得
た
る
を
善
み
し

感
吾
生
之
行
休

吾
が
生
の
行
く
ゆ
く
休
す
る
を
感
ず

二
度
目
の
舟
は
、
舟
と
同
時
に
車
の
移
動
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
舟
と
車

は
「
洛
神
賦
」
の
舟
と
車
の
よ
う
に
一
方
は
異
界
へ
、
他
方
が
現
実
世
界
へ
と

正
反
対
の
方
向
へ
進
む
わ
け
で
は
な
い
。
車
・
舟
・
舟
・
車
の
順
に
句
を
重
ね

て
お
り
、
さ
ら
に
「
木
欣
欣
以
向
榮
、
泉
涓
涓
而
始
流
」
と
し
て
陸
と
水
―
車

の
領
域
と
舟
の
領
域
―
の
描
写
が
続
く
。
つ
ま
り
、
舟
と
車
と
を
交
互
に
用
い

ね
ば
な
ら
な
い
遠
方
の
地
へ
の
移
動
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
「
遠
方
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
単
な
る
物
理
的
な
距
離

と
し
て
の
「
遠
方
」
と
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
二
度
目
の
舟
の
登

場
後
に
見
え
る
「
善
萬
物
之
得
時
、
感
吾
生
之
行
休
」
の
句
以
降
、
詩
の
内
容

が
そ
れ
ま
で
の
「
田
園
」
生
活
の
具
体
的
な
描
写
か
ら
万
物
の
変
化
へ
と
発
展

す
る
よ
う
に
、
こ
の
巾
車
と
舟
に
よ
る
遠
方
へ
の
移
動
は
実
際
の
行
動
と
し
て

の
農
地
へ
の
移
動
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
二
度
目
の
舟

行
に
よ
っ
て
辿
り
つ
い
た
場
所
に
流
れ
る
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
詩
人
一
人
の

中
に
流
れ
る
一
方
向
一
直
線
の
時
間
で
は
な
い
。
詩
人
の
意
識
は
、
春
を
迎
え

て
「
時
」
を
得
る
万
物
と
そ
の
中
で
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
自
身
の
寿
命
へ

と
及
び
、
こ
の
二
度
目
の
舟
で
の
移
動
を
き
っ
か
け
に
、
詩
人
の
領
域
は
万
物

の
生
命
が
流
転
す
る
世
界
へ
と
広
が
り
、
万
物
の
中
で
連
環
す
る
時
間
を
感
得

す
る
の
で
あ
る
。
二
度
目
の
舟
で
の
移
動
は
、
出
仕
生
活
を
も
含
め
て
そ
れ
ま

で
流
れ
て
い
た
〈
不
可
逆
的
な
時
間
〉
か
ら
〈
永
遠
の
時
間
〉
へ
の
移
行
で
あ

る
と
も
言
え
よ
う
。
と
は
言
え
、
二
度
目
の
舟
の
帰
着
す
る
場
所
は
あ
く
ま
で

「
田
園
」
の
内
部
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
度
目
の
舟
は
い
わ
ば
隣
接
す
る
領
域

へ
の
平
面
移
動
で
あ
り
、
一
方
の
二
度
目
の
舟
は
「
田
園
」
内
部
に
お
け
る
異

な
る
位
相
へ
の
移
動
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
く
、
こ
の
舟
と
車
の
存
在
が
、「
田

園
」
と
い
う
空
間
に
〈
不
可
逆
的
な
時
間
〉
お
よ
び
〈
永
遠
の
時
間
〉
と
い
う

二
つ
の
異
な
る
時
間
性
を
内
包
す
る
広
が
り
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
帰
着
す
る
場
所
に
着
目
す
れ
ば
「
桃
花
源
」
お
よ
び
「
田
園
」

は
と
も
に
舟
行
の
出
発
前
に
い
た
領
域
か
ら
見
る
と
異
域
で
あ
る
が
、
「
桃
花

源
記
」
の
漁
夫
は
二
度
の
舟
行
を
経
て
元
の
世
界
に
戻
り
、
漁
夫
は
「
桃
花
源
」

を
依
然
と
し
て
異
域
と
捉
え
て
お
り
、
彼
の
拠
点
は
あ
く
ま
で
「
桃
花
源
」
の

外
に
あ
る
元
の
世
界
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
は

異
域
で
あ
っ
た
「
田
園
」
内
部
に
て
更
に
移
動
す
る
こ
と
で
、
「
田
園
」
そ
の

も
の
の
領
域
の
広
さ
を
読
み
手
に
示
し
て
お
り
、
自
ら
の
拠
点
は
そ
の
「
田
園
」

の
中
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」
と
の
最
大
の

相
違
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
っ
た
ん
「
桃
花
源
記
」
と
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
成
立
の
先
後
に
従

っ
て
、
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
歸
去
來
兮
辭
」
は
「
義
煕
元
年
（
四

〇
五
）
」
の
作
品
と
す
る
こ
と
で
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
「
桃
花
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源
記
」
に
関
し
て
は
具
体
的
な
年
代
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、「
歸
去
來
兮
辭
」

の
後
す
な
わ
ち
帰
隠
後
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て

ほ
ぼ
見
解
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
の

（
一
五
）

後
に
「
桃
花
源
記
」
と
い
う
順
に
成
立
し
た
と
考
え
て
相
違
な
い
。

「
歸
去
來
兮
辭
」
は
、
官
職
を
辞
し
て
故
郷
の
「
田
園
」
で
生
活
を
営
む
と

い
う
決
意
を
示
し
た
隠
遁
宣
言
で
あ
る
。
「
辭
」
は
、
刻
々
と
推
移
す
る
時
間

の
中
で
、
最
初
の
舟
行
に
よ
っ
て
「
田
園
」
の
外
か
ら
内
に
入
り
、
ま
た
二
度

目
の
舟
行
に
よ
っ
て
「
田
園
」
の
領
域
に
広
が
り
を
与
え
て
い
た
。
一
方
、「
序
」

は
、
既
に
「
田
園
」
に
拠
点
を
求
め
た
後
に
、
動
か
ぬ
場
所
か
ら
「
田
園
」
の

外
で
の
過
去
の
出
来
事
を
回
想
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
歸
去
來
兮
辭
」

お
よ
び
「
序
」
に
よ
っ
て
、
「
田
園
」
の
外
側
と
内
部
は
〈
官
〉
と
〈
隠
〉
と

し
て
明
確
に
切
り
離
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
、
「
田
園
」
は
今
後
の
生
活
の
場
と

し
て
、
〈
不
可
逆
〉
と
〈
永
遠
〉
の
二
つ
の
性
質
の
時
間
を
内
包
す
る
広
が
り

の
あ
る
空
間
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
「
桃
花
源
記
」
。
「
記
」
は
、
当
時
流
伝
し
て
い
た
桃
源
郷
説
話
を

プ
ロ
ッ
ト
と
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
宿
っ
て
い
た
呪
力
を
〈
自
樂
〉
の
力
に
転
換

さ
せ
た
物
語
で
、
こ
の
「
桃
花
源
」
の
住
民
は
み
な
足
る
こ
と
を
知
る
人
々
で

あ
る
。
漁
夫
は
「
桃
花
源
」
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
あ
と
、
再
び
元
の
世
界
へ

戻
り
、
そ
の
後
は
誰
も
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
後
日
談
も
付
さ
れ

て
い
る
。
「
桃
花
源
」
へ
の
往
復
の
交
通
手
段
に
は
「
歸
去
來
兮
辭
」
同
様
に

舟
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
が
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
と
は
異
な
り
、
「
桃
花
源
」

と
漁
夫
の
属
す
る
元
の
世
界
は
い
ず
れ
も
〈
官
〉
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
く
、

漁
夫
の
視
点
か
ら
は
「
桃
花
源
」
の
内
外
を
〈
官
〉
と
〈
隠
〉
の
二
項
対
立
と

し
て
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
「
桃
花
源
」
の
内
外
は
ど
ち

ら
も
〈
隠
〉
と
す
る
に
は
、
そ
の
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
の
が
「
桃
花
源
詩
」
で
あ
る
。
「
詩
」
に
は
、
こ
の
「
記
」
に

記
さ
れ
た
物
語
を
俯
瞰
し
、
出
来
る
な
ら
ば
そ
の
世
界
に
行
っ
て
み
た
い
と
歎

息
す
る
、
語
り
手
自
身
す
な
わ
ち
陶
淵
明
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
桃

花
源
」
は
、
「
田
園
」
の
中
に
い
る
陶
淵
明
に
と
っ
て
「
田
園
」
の
領
域
外
に

あ
る
世
界
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
文
学
の
中
だ
か
ら
こ
そ
成
立
す
る
満
ち
足

り
た
理
想
空
間
な
の
で
あ
る
。
「
桃
花
源
」
の
住
民
た
ち
は
「
桃
花
源
」
の
中

で
生
活
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
実
際
的
本
来
的
に
は
生
活
の
場
で
は
あ

り
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
桃
花
源
」
は
そ
の
住
民
た
ち
が
皆
「
怡
然
自
樂
」

と
い
う
状
態
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
社
会
で
あ
り
、
現
実
に
は
そ
の
実

現
は
極
め
て
難
し
い
、
い
や
不
可
能
な
社
会
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
陶
淵
明
の

生
き
た
東
晋
末
か
ら
宋
に
か
け
て
の
動
乱
期
を
思
え
ば
尚
更
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
「
桃
花
源
」
の
内
外
を
分
け
て
い
る
の
は
理
想
と
現
実
で
あ
る
。
一
方

の
「
田
園
」
は
〈
不
可
逆
の
時
間
〉
と
〈
永
遠
の
時
間
〉
を
併
存
さ
せ
た
空
間

で
あ
り
、
実
際
の
生
活
の
場
を
文
学
と
し
て
昇
華
さ
せ
た
空
間
で
あ
る
。
昇
華

さ
せ
た
と
は
言
え
、
生
活
の
場
ゆ
え
に
喜
び
だ
け
で
は
な
く
苦
し
み
も
あ
り
、

時
に
欲
望
も
あ
る
清
濁
併
せ
呑
ん
だ
ト
ポ
ス
、
そ
れ
が
「
田
園
」
で
あ
る
。
両

作
品
の
成
立
の
順
に
則
る
と
、
陶
淵
明
自
ら
が
望
ん
で
身
を
置
い
た
「
田
園
」

が
理
想
空
間
で
は
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
陶
淵
明
は
そ
の
「
田
園
」
で
生
活
を

営
み
な
が
ら
、<

自
樂>

に
満
ち
た
「
桃
花
源
」
を
理
想
空
間
と
し
て
夢
想
し
た

の
だ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

「
桃
花
源
」
と
「
田
園
」
は
い
ず
れ
も
〈
官
〉
に
対
置
さ
れ
る
空
間
で
あ
る

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
同
一
の
空
間
で
も
重
複
す
る
空
間
で
も
な
い
。

全
く
質
の
異
な
る
空
間
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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五

結
び

「
桃
花
源
記
」
を
桃
源
郷
説
話
の
文
脈
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
そ
の
特
異

性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
桃
花
源
」
が
従
来
の
説
話
に
見
え
る
異
界
―
仙
界
―

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
小
論
で
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
が
桃
の
果
実
で
は
な
く
桃
の

花
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
果
実
か
ら
花
へ
の
転
換
が
、
桃
に
宿
る
呪
力

を
〈
自
樂
〉
の
力
へ
と
転
換
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
。
桃
の
花
は
水
辺
や
舟
と
と
も
に
三
月
三
日
の
禊
と
関
わ
り
の

深
い
も
の
で
あ
り
、
「
桃
花
源
」
は
そ
の
桃
花
林
の
聖
性
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た

空
間
で
あ
る
。
「
桃
花
源
」
へ
と
向
か
う
道
程
に
は
咲
き
乱
れ
る
桃
花
林
・
水

辺
・
舟
・
山
穴
な
ど
の
異
界
と
の
境
界
が
幾
重
に
も
配
置
さ
れ
、
そ
こ
が
異
界

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
の
「
桃
花
源
」
に
は
不

可
思
議
な
力
は
存
在
し
な
い
。
あ
る
の
は
充
足
し
た
住
民
た
ち
の
姿
で
あ
る
。

「
桃
花
源
記
」
は
、
こ
の
充
足
す
な
わ
ち
〈
自
樂
〉
の
力
こ
そ
不
可
思
議
な
力

で
あ
り
、
皆
が
充
足
す
る
空
間
は
あ
る
種
の
異
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
語
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
桃
花
源
記
」
の
「
記
」
と
「
詩
」
、
「
歸
去
來
兮
辭
」
の
「
序
」
と
「
辭
」

と
い
う
形
式
に
着
目
し
、
ま
た
「
記
」
と
「
辭
」
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
舟
な

ど
の
観
点
か
ら
、
両
作
品
を
互
い
に
相
補
う
も
の
と
し
て
読
む
な
ら
ば
、
「
桃

花
源
」
と
「
田
園
」
の
間
に
明
瞭
な
違
い
が
見
え
て
く
る
。
「
桃
花
源
」
は
決

し
て
「
田
園
」
で
は
な
い
。
「
田
園
」
も
ま
た
「
桃
花
源
」
で
は
な
い
。
陶
淵

明
が
生
活
し
、
詩
文
の
舞
台
に
も
し
て
い
る
「
田
園
」
は
決
し
て
充
足
し
た
理

想
空
間
な
ど
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
田
園
」
に
暮
ら
す
陶
淵
明
は
「
桃

花
源
記
」
に
理
想
空
間
と
し
て
の
「
桃
花
源
」
を
描
き
出
し
、
そ
の
場
所
へ
行

っ
て
み
た
い
と
「
詩
」
に
詠
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
一
）
「
桃
花
源
記
」
が
民
間
説
話
を
も
と
に
し
た
も
の
と
指
摘
し
た
の
は
管
見
に
よ
れ

ば
小
川
環
樹
氏
「
中
国
の
樂
園
事
象
」
（
の
ち
に
『
中
国
小
説
史
の
研
究
』
岩
波
書

店

一
九
六
八
）
が
最
初
で
あ
り
、
三
浦
国
雄
氏
が
「
洞
天
福
地
小
論
」
「
洞
庭
湖

と
洞
庭
山
」
（
の
ち
に
『
中
国
人
の
ト
ポ
ス
ー
洞
窟
・
風
水
・
壺
中
天
―
』
平
凡
社

一
九
八
八
）
に
て
『
桃
花
源
記
』
を
「
洞
天
福
地
」
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
近
年
は
内
山
知
也
氏
、
門
脇
廣
文
氏
に
よ
っ
て
詳
細
な
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
拙
論
「
田
園
と
時
間
―
「
歸
去
來
兮
辭
」
論
」
（
『
中
國
文
學
報
』
第
六
六
冊

二

〇
〇
三
）
。

（
三
）
大
室
幹
雄
「
桃
と
棗
の
時
間
論
」
（
『
囲
碁
の
民
話
学
』
岩
波
書
店

二
〇
〇
四
、

初
出
は
一
九
七
七
、
せ
り
か
書
房
）
。

（
四
）
小
南
一
郎
「
桃
の
伝
説
」
（
『
東
方
学
報
』
京
都

第
七
二
冊

二
〇
〇
〇
）
、
七
〇

‐
七
一
頁
。

（
五
）
釜
谷
武
志
「
三
月
三
日
の
詩
―
両
晋
詩
の
一
側
面
―
」
（
『
神
戸
大
学
紀
要
』
第

二
二
号

一
九
九
五
）
、
八
六
‐
八
九
頁
。

（
六
）
守
屋
美
都
雄
訳
注
・
布
目
潮
渢
補
訂
『
荊
楚
歲
時
記
』
（
平
凡
社

一
九
七
八
）

三
月
三
日
の
行
事
の
項
に
「
『
文
選
』
卷
四
の
南
都
賦
に
「
是
に
於
い
て
暮
春
の
禊
、

元
巳
の
辰
、
軌
を
な
ら
べ
、
軫
を
齊
し
く
し
て
陽
瀕
に
祓
う
。
朱
帷
網
を
連
ね
、

野
に
曜
き
、
雲
に
映
じ
、
男
女
姣
服
し
て
駱
駅
繽
紛
た
り
…
」
と
あ
り
、
河
沿
の

行
樂
の
み
な
ら
ず
船
を
浮
か
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
文
選
』
卷
三
の
東
京

賦
に
「
淸
池
に
造
舟
し
、
惟
だ
水
泱
泱
た
り
」
と
あ
り
、
ま
た
晉
の
張
華
の
太
康

三
年
三
月
三
日
後
園
会
の
詩
に
「
淸
川
に
祓
濯
し
、
汎
汎
た
る
彼
の
龍
舟
、
渚
源
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に
泝
遊
す
」（
『
全
晉
詩
』
卷
二
）
と
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
」（
一
二
五
頁
）
と
あ
り
、

こ
の
行
事
と
舟
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
七
）
こ
の
「
外
人
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
小
論
で
は
「
漁
師
の
目
か

ら
見
た
異
域
の
人
」
と
い
う
解
釈
を
支
持
す
る
。
坂
口
三
樹
「
桃
花
源
記
「
外
人
」

贅
説
」
（
『
漢
文
教
室
』
一
八
〇
号

一
九
九
五
）
に
詳
し
い
。

（
八
）
「
人
亦
有
言

稱
心
易
足
」
、
一
作
「
稱
心
而
言

人
亦
易
足
」
。

（
九
）
小
川
環
樹
「
中
国
の
楽
園
事
象
」
（
『
中
国
小
説
史
の
研
究
』
岩
波
書
店

一
九
六

八
）
、
三
一
〇
頁
。

（
一
〇

）
川
合
康
三
「
桃
花
源
記
を
読
み
な
お
す
」
（
『
説
話
論
集
』
第
十
四
集

清
文
堂
出

版

二
〇
〇
四
）
、
十
七
頁
。

（
一
一

）
異
界
と
交
通
す
る
舟
の
例
と
し
て
、
他
に
干
寶
『
捜
神
記
』
卷
十
六
「
曹
公
船
」

説
話
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
話
に
お
い
て
は
、
漁
師
の
船
お
よ
び
幽
霊
船
で
あ
る

曹
公
の
船
そ
れ
ぞ
れ
が
水
面
に
浮
か
び
、
両
者
の
船
が
彼
我
を
分
け
て
い
る
。

（
一
二

）
顧
愷
之
「
洛
神
賦
圖
」
模
本
は
北
京
故
宮
博
物
館
、
台
北
故
宮
博
物
院
ほ
か
遼

寧
省
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。

（
一
三

）
橋
川
時
雄
（
「
陶
集
版
本
流
攷
」
攷
餘
一

『
文
字
同
盟
』
影
印
本

第
三
巻

汲

古
書
院

一
九
九
一
）
、
伊
藤
直
哉
（
『
桃
源
郷
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
春
風
社

二
〇
一

〇
）
は
、「
記
」
と
「
詩
」
は
別
の
作
品
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
が
、

小
論
で
は
こ
の
「
記
」
と
「
詩
」
を
一
篇
の
作
品
と
し
て
見
る
。
ま
た
、
川
合
康

三
氏
は
先
掲
論
文
の
中
で
「
桃
花
源
記
」
の
「
記
」
と
「
詩
」
か
ら
成
る
形
式
に

つ
い
て
「
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
」
（
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
一
四

）
拙
論
、
先
掲
論
文
。

（
一
五

）
陶
淵
明
の
作
品
成
立
時
期
に
つ
い
て
、「
歸
去
來
兮
辭
」
は
、
序
文
に
見
え
る
「
義

煕
元
年
（
四
〇
五
）
」
（
一
海
知
義
氏
は
義
煕
二
年
を
主
張
）
と
し
て
ほ
ぼ
諸
説
一

致
す
る
。
一
方
、
「
桃
花
源
記
」
の
推
定
年
代
の
見
解
は
諸
説
あ
る
が
、
陶
淵
明
の

享
年
を
五
六
歳
だ
と
主
張
す
る
梁
啓
超
と
李
辰
冬
が
帰
隠
以
前
の
成
立
を
主
張
す

る
ほ
か
は
、
帰
隠
後
の
成
立
と
い
う
点
は
概
ね
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
２
）

●

佐
々
木

聡
（
さ
さ
き

さ
と
し
）

・
一
九
八
二
年
生
、
東
北
大
学
博
士
課
程
在
籍

・
東
北
大
学
博
士
課
程
在
籍

・
「
漢
代
の
呪
詛
事
件
に
見
え
る
巫
者
と
「
婢
」
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
」

（
『
集
刊
東
洋
学
』
九
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
。
「
『
女
青
鬼
律
』
に
見
え

る
鬼
神
観
及
び
そ
の
受
容
と
展
開
」
（
『
東
方
宗
教
』
一
一
三
号
、
二
〇

〇
九
年
）
。
「
『
白
澤
圖
』
輯
校
―
―
附
解
題
」
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文

学
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
。

●

渡
邉

登
紀
（
わ
た
な
べ

と
き
）

・
一
九
七
七
年
生
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学

・
京
都
大
学
非
常
勤
講
師

・
「
田
園
と
時
間
―
―
陶
淵
明
「
歸
去
來
兮
辭
」
論
―
―
」（
『
中
國
文
學
報
』

第
六
十
六
冊
、
二
〇
〇
三
年
）
。
「
湛
方
正
と
官
の
文
学
―
―
東
晋
末
の
文

学
活
動
」
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
『
歴
史
文
化
社
会

論
講
座
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）
。
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